
被　　 服

D 137

〔(社) 日本家政学会

綿 布 の 化 学 的 改 質 － セ>; ウ ム(  Ⅳ) 塩 開 始 に よ る ビ ニ ル モ ノ マ ー･の

グ ラ フ ト 共 重 合 の 条 件 の 検 討

福 島 大 学 教 育 学 部　　　 金 渾　 等

【 目 的 】綿 布 の 化 学 的 改 質 を 目 指 し， ビ ニ ル モ ノ マ ー の 共 重 合 を 容 易 に 行 う こ と の で き る

実 験 条 件 を 検 討 す る。

【 方 法 】 綿 カ ナ キ ン 布， 硝 酸 セ リ ウ ム ア ン モ ニ ウ ム(Ce* ゛), 水， ア セ ト ン（ メ タ ノ ー ル ）,。

メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル(HHA) を 反 応 容 器 に 入 れ， 窒 素 雰 囲 気 下so‘c で 所 定 時 間 反 応 さ せ る。 反

応 物 は 大 量 の エ タ ノ ー ル に 投 入 し， 沈 澱 物 を ろ 通 し， 乾 燥 重 量 を 求 め る。 加 工 布 に 付 着 し

た ホ モ ポ リ マ ー は ア セ ト ン で 一 晩 抽 出 し て 除 去 し た。 別 に， セ リ ウ ム 塩 を 加 え な い で 反 応

混 合 物 に 高 圧 水 銀 灯 （ 東 芝I400F ） を 所 定 時 間 照 射 し た 光 グ ラ フ ト 重 合 を 行 っ た。

【 結 果 】[HHA]  ＝U3 皿1／1, ［Ce* ］゙= 1008 ／1と し， 水 － ア セ ト ン 混 合 溶 媒 （ 総 量12il) 中 の ア

セ ト ン の 体 積 分 率 （X. ） を0~  1. 0に 変 え て,     50‘C でUhr 反 応 さ せ た 結 果,     X. = 0.420 に グ ラ

フ ト 率 の 極 大（347X ） を 得 た。　 但 し， こ の 溶 媒 組 成 で は 反 応 系 が 不 均 一 と な る の で,    x.=

0. S67 と し て， グ ラ フ ト 重 合 の 時 間， 【Ce* ゛l依 存 性 を 検 討 し た。 そ の 結 果,      50°Cに お い て 反

応 時 間=  201irで グ ラ フ ト 率 ＝311X に 達 す る こ と が わ か っ た。 ま た， ［Ce* ］゙が 大 き い 程 グ ラ フ

ト 率 が 高 く な り， ［Ce* ］゙=14. 36 ／1付 近 か ら 変 化 が 少 な く な っ た。1962 年 に 報 告 さ れ た パ ル

プ へ のMHA の グ ラ フ ト 重 合 の 研 究 で は， セ リ ウ ム 塩 と ア セ ト ン を 用 い た 場 合， グ ラ フ ト 重 合

が お こ ら な い と い う 結 果 が 得 ら れ て い る が， 本 研 究 で は こ の よ う に 高 い グ ラ フ ト 率 が 得 ら

れ た。 ま た， 光 グ ラ フ ト 重 合 の 場 合,   グ ラ フ ト 率 はSOX 程 度 し か 上 が ら ず， 綿 布 にMHA の よ

う な 簡 単 な モ ノ マ ー を グ ラ フ ト 化 さ せ る な ら， 本 方 法 は 簡 単 で 効 率 も よ い こ と が わ か っ た。
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目 的　 前 報 ま で に， 親 水 性 ポ リ マ ー の 迅 速 な 吸 水， 膨 潤 の メ カ ニ ズ ム の 研 究 の た め に，

画 像 解 析 と 反 応 熱 解 析 に よ り 速 度 論 的 解 析 を 行 い， ポ リ ア ク リ ル 酸 ナ ト リ ウ ム の 膨 潤 ・ 離

水 や,      2種 の　Sephadex の 膨 潤 に つ い て 報 告 し て き た。 本 報 で は， ポ リ マ ー の 化 学 構 造 に よ

る 膨 潤 へ の 影 響 に つ い て の 知 見 を 得 る た め に， 各 種 の 置 換 基 を 導 入 し た　Seph  adex ５種 に つ

い て， 膨 潤 に 解 離 基 が 及 ぼ す 影 響 や， 塩 に よ る 影 響 を 調 べ た。

方 法　 試 料 に は， 架 橋 デ キ ス ト ラ ン　Sephadex G-50    (G) と， こ れ に 解 離 基 と し て カ ル ボ

キ シ メ チ ル 基 を 導 入 し た　CH-Sephadex C-50     (C河), ス ル フ オ プ ロ ピ ル 基 を 導 入 し た　SP Se

phadex C-50    （SP), ジ ェ チ ル ア ミ ノ エ チ ル 基 を 導 入 し た　DEAE　Sephadex A-50     （DEAE ）, ジ

エ チ ル-（2- ハ イ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル)  r ミ ノ エ チ ル 基 を 導 入 し た　QAE Sephadex A-50     （QAE ）

を 用 い た。 画 像 解 析 は， 写 真 顕n 鏡(Nikon  Nicrophoto-FX) にVTR　 を 付 置 し， 粒 子 サ イ ズ

の 経 時 変 化 を 測 定 し て， 膨 潤 速 度 お よ び 膨 潤 量 の 解 析 を 行 っ た。 反 応 熱 解 析 に よ る 方 法 は，

双 子 型 恒 温 壁 熱 量 計 （ 東 京 理 工　TIC-22ID ） を 使 用 し.   試 料 を 各 種 水 溶 液（70ml ） に 投 入 し，

Sephade!! の 膨 潤 に 伴 う 熟 反 応 速 度 を 測 定 し た。 実 験 は す べ て25 °Cで 行 っ た。

結 果　 水 で の 膨 潤 前 後 の 体 積 比 は,     C≪（150.2 ±65.4 ）〉QAE〉〉SP〉DEAE>G（17.0 ±5.0 ）と 置 換

基 に よ り 著 し い 影 響 を 受 け る。 塩 の 添 加 に よ り， ど の 試 料 も 膨 潤 量 が 低 下 す る が， 膨 潤 の

反 応 速 度 は 画 像 解 析 で の 結 果 と 熱 反 応 速 度 で の 結 果 と で は 異 な る 影 響 を 受 け る。 膨 潤 に 伴

う 熱 は 塩 濃 度 に 関 わ り な く,      G：130.1 ±11.4J ／e,     CM：92  .6±6  . 0 J／e,     S P：97.4 ±5.5 J ／t, DE

AE：64.2 ±5  . 9 J ／E,      Q A E：69.7 ±3.  6J ／g　で あ っ た。

248


